
事例: 機械学習によるNO直接分解反応に適した触媒材料探索

新規材料開発において、特性データベースを利用したデータ駆動型アプローチ（マテリアルズ・インフォマティクス）の
重要性が高まっています。コベルコ科研では試験研究会社の特徴を活かし、様々な分析試験や数値計算技術を用
いて、お客様のニーズに特化したデータベース構築や機械学習による最適材料探索モデリングを支援します。

化石燃料の燃焼によって発生する窒素酸化物(NOX)の削減が喫緊の課題となっており、近年では還元剤を必要とし
ない直接分解反応（NO→N2＋O2）が多く研究されています。ここでは、機械学習を用いて材料に求める性能と材料
基礎物性のデータを関連付けて学習モデルを構築し、直接反応に適した合金組成を予測した事例を紹介します。
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